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が、先行研究ではそのような結びつきは否定されている （Dazzi & Pedrabissi, 2009; Tett 
& Palmer, 1997; Furnham & Gunter, 1987）。
　書字には男女差もみられ、読み手は実際にそれらを識別することができる （Hamid & 




えているようである。Beech & Mackintosh （2005） は、書字の性差に胎児期の性ホルモ
ンが影響を与えていることを示唆している。人差し指と薬指の長さの比率 （2D：4D比） 
には性的二型があり、胎児期の性ホルモンレベルの指標として用いられている （例えば






（Beech & Mackintosh, 2005）。







されている （Kozlowski & Cutting, 1977; Barklay, Cutting, Kozlowski, 1978; Mather & 
Murdoch, 1994; Pollick, Kay, Heim, & Stringer, 2005）。Kozlowski & Cutting （1977） 
は、関節の動作を示す少数の光点から、歩行する人の性別を推定できることを報告して
いる。そして、身体運動から潜在的配偶者の質を評価することも可能である（Hugill, 
Fink, Neave, & Seydel, 2009; McCarty, Hönekopp, Neave, Caplan, & Fink, 2013; 

















































関係数は 0.03であった。クロンバックのα係数は第 1因子で 0.98、第 2因子では 0.96







のびのびした .98 .13 .98
字が大きい .98 .05 .96
力強い .95 .23 .96
角張っている .89 ‒ .10 .81
かたい .80 ‒ .25 .70
読みやすい .05 .98 .97
整っている .08 .97 .96
ていねい ‒ .12 .92 .85
















男性 女性 t p
男性 因子 1 （力強さ） ‒ 0.17 ± 0.90 0.17 ± 0.94 0.11 .45
因子 2 （読みやすさ） ‒ 0.39 ± 0.92 0.39 ± 0.80 1.53 .07
“魅力的な” 3.95 ± 0.45 4.43 ± 0.34 2.20 .02
“男性的な” 3.98 ± 0.77 3.95 ± 0.86 1.69 .95
女性 因子 1 （力強さ） ‒ 0.12 ± 0.76 0.12 ± 1.02 0.20 .58
因子 2 （読みやすさ） ‒ 0.79 ± 0.68 0.79 ± 0.45 5.42 <.01
“魅力的な” 3.25 ± 0.55 4.62 ± 0.32 6.08 <.01













変数 β SE t p
評価者の性別 ‒ 0.25 0.07 3.81 <.001
因子 1 （力強さ） 0.28 0.04 7.85 <.001
因子 2 （読みやすさ） 0.32 0.05 6.41 <.001










変数 β SE t p
因子１（力強さ） 0.61 0.12 5.19 <.001
因子２（読みやすさ） ‒ 0.37 0.12 3.13 .004
評価者の性別 × 因子 1 ‒ 0.35 0.17 2.07 .046










細な手の動きが得意であることを反映している可能性がある。Flatters, Hill, Williams, 
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